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内容の要旨および審査の結果の要旨
血痕の種属鑑別（人血証明）は，法医鑑識実務の中で重要な日常業務の一つであり，主として
法医免疫血清学的方法，特にヒトヘモグロビンやヒト血清タンパクを指標とする沈降反応によっ
て行われている。しかしながら，これら従来の方法そのままでは，物体にしみこんだ微量血痕や
汚染血痕すべてに適用されうるものではない。更に，一回の検査でヒト由来抗原を－つだけしか
検出し得ない宿命的な難点がある。本研究では，電気泳動による同時的ゲル内沈降反応法に着目
し，法医鑑識実務への応用の可能性について検討した。検討対象として，撚糸は勿論実生活上の
さまざまなものをえらび，付着，浸透，汚染など種々の状態の血痕を作製し，本法の信頼度など
についてまず実験的に検討した。次いで，実際の犯罪現場の種々の証拠物件にも応用し，本法の
実用性について検討した。得られた成績は次の通りであった。
(1)約0.2’２の極く微量の血痕でも，前処理は不要でそのままゲル内に適用することができ，
市販抗血清でも，ニホンザル血清などで吸収処理を施すと，実務上十分利用し得ることが確認さ
れた。
(2)木片や紙片など70品目にわたる物体に作製した浸透性微量血痕でも，検体を破壊することな
く血液成分をゲル内に移動させ，人血証明が可能なことが明確に示された。これら泳動後すべて
の検体について，解離法でＡＢＯ式血液型が判定された。
(3)被検血痕を調味料，果実汁，飲料および鉱物油（計34品目）などで汚染させても，いずれも
明確な沈降反応が認められたが，ルミノール反応などの血痕予備検査を施すと，沈降反応に可成
りの悪影響が認められた。
(4)陳１日血痕についてみると，４年経過した血痕では抗ヒト全血清および抗ヒトアルブミン血清
で沈降反応が認められたが，６年以上のものでは反応はすべて陰性であった。
(5)傷害や殺人等の犯罪現場から採取された血痕資料50点について本法を適用すると，いずれの
試料も沈降反応陽性で，泳動後検体からＡＢＯ式血液型も判定された。
以上の結果より，電気泳動を利用したゲル内同時的沈降反応による種属鑑別法を適用すると，
さまざまの状態の微量の血痕について人血証明が可能であり，そのうえ検査済試料からでもＡＢ
Ｏ式血液型が判定されうることが，実験上および鑑定実務の両面から明らかにされた。
以上本論文は，法医血清学上は勿論採証論上にもまた法医鑑識実務上極めて大きく貢献する労
作と認められた。
－６１－
